
 

 

 

 

コミュニティスクールと学校教育活動 

２月１２日に、内部地区自主防災協議会の方にお越しいただき、土鍋 

 による炊き出し訓練を行いました。当日は、防災について説明を聞いた 

後、複数の班に分かれて土鍋でご飯を炊く訓練を行いました。炊いたお 

米でおにぎりを作って食べた４年生の児童は、防災活動の大切さを実感した時間となり

ました。たくさんの地域の方に支えられ教育活動（「ホタルの観察」「焼き芋づくり」「昔

のくらし講座」「グリーンボランティア活動」など）を行っています。 

来年度は、本年度の地域活動をコミュニティスクールの活動と関連づけ、活動内容を 

整理し、より充実した活動となるよう考えています。ご意見をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５分休みを活用した「全校あそび」 
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２５分休みを活用した「全校あそび」 

２月１４日、２５分休みを活用し、「警察とドロボー（通称：警ドロ）」を全校で行い

ました。白帽をかぶった数名の児童が、運動場に散らばった赤帽をかぶった全校児童を

捕まえます。低学年の児童は、捕まらないように一生懸命走って逃げます。白帽をかぶ

った高学年の児童は、低学年の児童に合わせて追いかけてくれていました。大変ほのぼ

のとした光景でした。今後も異学年が交流できる取り組みを行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 



平成３０年度 学校アンケート結果 

学校アンケートにご協力いただきありがとうございました。昨年度の結果と比較し、 

平成３１年度の学校運営に活かすとともに、学校づくりビジョンや学校教育目標に反 

映していきたいと考えています。今後ともよろしくお願いします。 

保護者アンケート（目標値 85％）   ○＝目標値に達成  △＝目標値に未達成 

○「信頼される学校づくりの推進」「学校は楽しいと感じている」・・・・ 90～96% 

○「学校の授業はわかりやすいと感じている」 ・・・・・・・・・・・  85％ 

△「自分の思いを伝えている」「自分には良いところがある」・・・・・・ 84% 

△「お子さんは本に親しんでいる」「お子さんは進んで運動している」・・  60～75％ 

   

 

 

 

 

平成31年度 土曜活動（授業）と週日課について 

平成 31 年度は、10 連休があることや、５，６年の英語２時間を完全に設定する週日 

課となってきます。（先行実施：平成 31 年度 全面実施：平成 32 年度） 

そこで、土曜日等を活用した教育活動や週日課を次のように考えています。週日課に

ついては、クラブ・委員会、清掃時間や下校時間等を検討し、混乱しないような週日課

としました。ご理解いただきますようお願いします。      

【土曜活動（授業）】 

※７月「内部川清掃」、11 月「内部地区文化祭」は、本年度同様、土曜活動とします。 

【週日課】 

  平成 31 年度は、１年生から４年生まではほぼ変更はありません。クラブ（年間５回）

は木曜日に、委員会（年間８回）は水曜日にあります。クラブ・委員会がある日は、短

縮日課になりますが下校時刻に変更はありません。水曜日については、清掃時間を確保

するため、下校時刻が 14 時 30 分に変更になります。 

【平成 31 年度主な行事】  

４月 ８日（月）                始業式・入学式  

４月 25 日（木）                遠足 

５月 ７日（火）～10 日（金）    家庭訪問 

６月 ４日（火）                三泗陸上記録会 

６月 20 日（木）～21 日（金）    自然教室 

10 月 29 日（火）～30 日（水）    修学旅行 

  ※詳細については、後日配付します。 

２月の行事等は内部東小学校のホームページでもご覧になれます。 

日 程 内 容 代 休 

４月 20 日 授業参観・ＰＴＡ総会 ４月 22 日（月） 

９月 21 日 運動会 ９月 24 日（火） 

10 月 19 日 ふれあいまつり 10 月 21 日（月） 

記述式では、「あいさつ」「外国語活動」「情報発信」「学校全体のルール」について、ご

意見をいただきました。アンケート結果を学校づくりビジョンに反映させ、自尊感情を育

み、「今、求められる学力」の定着を図ります。また、学校・家庭・地域が連携を深め、学

校教育目標にある「たくましく生きる子どもの育成」をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


